
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党久喜市議団  №207 

市議団ニュース
 

連 絡 先         20２2年 ９月 ４日号 

杉野 修  58－9010  渡辺昌代 21－9058 

石田利春 52－7260  「日本共産党久喜市議団ブログ」 

【議員団控室（市役所５F）の  

住所・久喜市下早見８５－３】 

 

市議団ﾌﾞﾛｸﾞ
ぜひ訪問を 

「旧統一協会（世界平和統一家庭連

合）との関係について政府の責任で

調査し、関係を断ち切ることを求め

る意見書」 (概要) 

 安倍元首相の殺害を機に、統一協会

と政治家との関係が注目され真相を求

める声が高まっている。 

統一協会は反社会的カルト集団です。

（中略）政治家の中には票のとりまとめ

や、選挙運動の協力など便宜を図って

もらったと認めています。 

 名称の変更の際にも、認可に対して政

治的配慮があったのかも問われていま

す。１，すべての関係を調査し、関係を

断ち切ることを明確にする。２，認可の際

の政治的配慮を調査すること。 

「政府による安倍元首相の 

 国葬に抗議する意見書」（概要） 

 

 安倍元首相が亡くなったが（容疑者

の）犯行動機は旧統一協会からの被

害に対する怨みと伝えられている。いか

なる理由があろうとも、殺人が正当化さ

れるものではない・・・（中略） 

政府が閣議決定した国葬には、法

的根拠や、基準などは曖昧である。 

 本来、追悼の仕方などは国民個人

の意思によるべきもの。国として弔うこと

は「内心の自由」を強制することにつな

がる恐れがある。国会での十分な審議

もせず強行することは、今後に大きな禍

根を残すことになる。国葬の実施に強く

抗議する。 

久喜市の交付率は・・6月 30日現在 41.6%です。 

マイナンバーカードの普及に向け、国はポイント

をつけるなど必死の取組です。しかし、国が目指す

方向には問題があり、不安は払拭されていません。 

◆マイナンバーカードを作れば国民健康保険証や

将来は免許証として使用可能にし、便利といいま

すが、しかし、落としたら危険度が高まります。 

◆個人情報保護法制の規制緩和が進み、個人情報

の「匿名加工化」で本人の同意なしに第三者に提

供でき、目的外の利用も可能。「保護法」を個人情

報の「利活用法」へと法改定が進行中です。 

◆マイナンバーをカギとして、政府のオンラインサ

ービス・マイナポータルサイトの活用範囲が拡大、

自分の各種情報閲覧や各種申請、プッシュ型のサー

ビスも可能になるといいます。しかし、活用したデ

ータは集積され、行政の個人情報も民間で利用され

る懸念があります。 

◆「データが競争力の源泉」として、市が持つ個

人情報を活用するため、電子媒体に限定され、紙

による受付はなくす方向です。 

◆全国一律のシステム導入で、久喜市独自のサー

ビスが後退する恐れがあります。 

6 日(火) 一般質問⑤杉野 

7 日(水) 一般質問 

9 日(金) ③石田④渡辺 

12 日(月) 一般質問 

14 日(水) 議案質疑 

15 日(木) 総務常任委員会 

20 日(火) 福祉健康 

21 日(水) 建設上下水道 

22 日(木) 教育環境 

30 日(金) 最終日・意見書に

対する質疑 

討論・採決等 

 

 

９月議会の補正予算 

 

あ
な
た
は 

ど
う
見
る
？ 

国
葬
「
「
中
止
」
意
見
書
の
先
議

に
反
対
は
提
出
権
を
狭
め
た
！ 

 

国がすすめるマイナンバーカードを 

普及促進するための補正予算が 

９
月
召
集
議
会
日
程 

 

３１
日
召
集
の
９
月
議
会
に
、
党
議
員
団
は
２
件
の
意
見
書
案
を
提
出
し

ま
し
た
。
う
ち
１
件
の
「
安
倍
元
首
相
の
国
葬
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

案
」
は
、
採
決
が
審
議
最
終
日
の
３０
日
だ
と
「
国
葬
後
」
と
な
る
こ
と
か

ら
、
議
会
の
初
日
に
先
議
す
る
こ
と
を
他
会
派
に
協
議
を
要
請
し
ま
し
た
。 

最
終
的
に
議
会
運
営
委
員
会
で
「
先
例
が
な
い
」「
既
に
決
定
し
て
い
る
」

な
ど
の
理
由
で
否
決
・
拒
否
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
「
国
会
日
程
に
間
に
合
う
よ
う
に
す
る
た
め
の
先
議
」
な
の
で
全

議
員
に
関
係
す
る
こ
と
で
す
。
否
決
し
た
こ
と
は
、
適
切
・
効
果
的
な
提
出

の
機
会
を
議
会
自
ら
つ
ぶ
す
こ
と
に
な
り
、
非
常
に
残
念
で
す
。 

 

 

９
月
議
会
に
財
産
の
譲
渡
に
つ
い

て
の
議
案
が
、
２
議
案
提
出
さ
れ
ま

し
た
。 

東
京
理
科
大 

跡
地
に
つ
い
て
は 

用
地
の
半
分
が
用
途
変
更
を
し

て
大
型
の
物
流
倉
庫
（
Ｅ
Ｓ
Ｒ
社
）

に
な
っ
て
い
ま
す
。
残
り
の
用
地
の

中
に
１
万
２
０
０
０
食
を
作
る
大

型
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
昨
年

度
８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

残
り
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
含
む
用
地

に
つ
い
て
は
検
討
が
続
い
て
い
ま

し
た
。
も
と
も
と
跡
地
活
用
に
つ
い

て
は
、
役
所
内
に
担
当
ま
で
作
り
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
い
、
子
ど
も
図

書
館
や
児
童
館
、
生
涯
学
習
関
連
の

施
設
と
な
る
予
定
で
し
た
。
３
段
階

に
分
け
改
修
作
業
を
行
い
、
３
億
円

を
か
け
て
改
造
し
て
い
る
途
中
で

二
転
三
転
し
て
い
ま
し
た
。 

今
回
、
最
終
的
に
無
償
で
「
公
益

社
団
法
人
地
域
医
療
振
興
協
会
」
に

譲
渡
す
る
案
で
す
。
看
護
婦
を
養
成

す
る
法
人
の
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
な

ら
初
め
か
ら
市
民
に
希
望
を
持
た

せ
る
よ
う
な
政
策
を
出
し
た
り
、
税

金
を
３
億
円
も
無
駄
に
し
た
り
せ

ず
に
交
渉
を
す
れ
ば
良
か
っ
た
事

で
す
。
市
全
体
の
計
画
性
が
あ
ま
り

に
も
無
策
で
す
。 

江
面
第
二
小
学
校 

跡
地
に
つ
い
て 

白
岡
市
の
介
護
関
係
の
「
株
式
会

社
Ｃ 

Ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
」

に
減
額
し
て
譲
渡
す
る
議
案
で
す
。

鑑
定
評
価
額
は
６
１
１
４
万
円
で

す
が
、
５
０
０
万
円
で
の
有
償
譲
渡

で
す
。
ど
う
い
っ
た
活
用
を
す
る
の

か
、
そ
れ
が
維
持
で
き
る
の
か
、
減

額
の
経
緯
に
つ
い
て
議
会
で
の
審

議
が
必
要
で
す
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

けん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡
辺
ま
さ
よ 

 

液状化後も、安心して住み続けたい・南栗橋

ウ 

 

 

 

渡
辺
ま
さ
よ 

 

久
喜
市
所
久
喜
７
０
５―

３ 

 

石
田
と
し
は
る 

 

久
喜
市
栗
橋
東
５―

７ 

 

杉
野
お
さ
む 

 

久
喜
市
桜
田
３
丁
目
７
・
１
・
５
０
４ 

 
１ 
住
民
要
望
が
出
て
い
る 

道
路
の
改
善
を
要
望 

ア 

下
早
見
地
域
久
喜
み
な
み

こ
ど
も
園
南
側
と
な
る
市
道

5
114

号
線
が
途
中
ま
で
舗
装

さ
れ
て
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
。
道
路
の
舗
装
整
備
を
進

め
て
ほ
し
い
。 

イ 

下
清
地
域
久
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
近
く
市
道2

211

号
線

の
舗
装
整
備
を
。 

ウ 

江
面
地
域
側
道
の
市
道 

８
号
線
の
路
肩
崩
れ
で
、
歩
行

が
危
険
。
改
善
を
求
め
る
。 

       

エ 

江
面
地
域
市
道235

1

号
線
、 

2
349

号
線
、
側
道2

389

号
線

は
危
険
箇
所
の
指
摘
を
し
て

き
た
が
十
分
な
対
策
で
は
な

い
、
改
善
す
べ
き
。 

                     

２ 

県
道
川
越
・
栗
橋
線
の 

安
全
対
策
と
渋
滞
解
消
を 

こ
れ
ま
で
何
度
も
、
埼
玉
県
に

要
望
し
て
来
た
上
清
久
交
差
点
の

右
折
帯
改
善
が
計
画
さ
れ
た
。 

し
か
し
、
他
の
箇
所
で
あ
る
歩

道
整
備
や
さ
く
ら
通
り
入
り
口
の

橋
の
改
善
な
ど
は
一
向
に
進
ま
な

い
。
県
に
し
っ
か
り
要
求
す
べ
き
。

ま
た
六
万
部
橋
を
過
ぎ
た
箇
所
の

交
差
点
の
改
良
も
す
べ
き
。 

３
県
道
春
日
部
・
久
喜
線
の
横
に

計
画
さ
れ
た
都
市
計
画
道
路
は 

県
の
調
査
が
進
ん
で
い
る
。
今

後
の
計
画
と
市
へ
の
影
響
は
。 

４
菖
蒲
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

夏
休
み
の
運
行
は 

前
議
会
で
要
望
し
、
取
り
組
む

と
し
た
結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た

か
。
来
年
度
以
降
の
予
算
化
を
求

め
る
。 

５
小
中
学
校
の
体
育
館
へ
の 

エ
ア
コ
ン
設
置
の
決
断
を 

前
議
会
で
質
問
で
は
「
視
察
に
行

き
検
討
す
る
」
で
あ
っ
た
。
エ
ア
コ

ン
設
置
の
決
断
を
す
べ
き
。 

６ 

菖
蒲
城
趾
あ
や
め
園
の
管
理

運
営
を
改
善
さ
せ
、
あ
や
め
園

を
復
活
さ
せ
る
べ
き
。 

７ 

久
喜
駅
西
口
開
発
の
周
辺
ま

ち
づ
く
り
検
討
事
業
の
進
捗
、

基
本
計
画
に
つ
い
て
。 

                     

市
民
の
命
と
健
康
を
守
る 

医
療
体
制
の
拡
充
を
求
め
て 

栗
橋
地
区
は
発
熱
し
て
も
診
察

し
て
も
ら
う
「
か
か
り
つ
け
医
」
が

あ
り
ま
せ
ん
。
秋
谷
病
院
の
開
院
は

い
つ
に
な
る
の
か
、
済
生
会
病
院

や
、
新
久
喜
総
合
病
院
へ
の
通
院
手

段
の
確
保
な
ど
引
き
続
き
質
問 

栗
橋
駅
東
口
駅
前
開
発
と
、
栗
橋 

市
民
プ
ラ
ザ
の
進
捗
に
つ
い
て 

 

栗
橋
市
民
プ
ラ
ザ
は2

024

年
に

建
設
す
る
計
画
。
施
設
整
備
に
あ
た

っ
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る

と
い
い
ま
す
。
ど
ん
な
内
容
か
。
行

政
機
構
の
内
容
も
説
明
し
た
上
で

市
民
の
意
見
を
き
く
べ
き
と
求
め

ま
す
。 

栗
橋
東
口
駅
前
開
発
の
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
は
ど
う
集
約
さ
れ
た

の
か
、
栗
橋
市
民
プ
ラ
ザ
の
建
設
場

所
は
未
確
定
で
駅
前
開
発
の
地
域

に
建
設
も
あ
る
の
か
な
ど
問
い
ま

す
。 

市
民
の
憩
い
の
場
と
な
る 

公
園
整
備
を
求
め
る 

 

栗
橋
間
鎌
地
域
に
あ
る
第
一
幼

稚
園
跡
地
は
更
地
と
な
っ
て
お
り
、

公
園
に
し
て
ほ
し
い
と
の
地
元
要

望
が
あ
り
ま
す
が
、
計
画
が
未
確
定

で
す
。
地
元
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ

う
求
め
ま
す
。 

 

南
栗
橋
２
丁
目
と
３
丁
目
を
つ
な

ぐ
ト
ン
ネ
ル
内
歩
道
の
整
備
を 

 

地
下
道
の
歩
道
、
雨
漏
り
が
し

て
い
ま
す
。
ま
た
階
段
か
ら
降
り

た
と
こ
ろ
は
い
つ
も
水
が
た
ま
っ

て
い
ま
す
。
整
備
を
求
め
ま
す
。 

    

栗
橋
地
区
の
観
光
案
内
と
な
っ
て

い
る
「
地
名
案
内
柱
」
の
修
復
を 

 

栗
橋
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
訪
れ

る
方
を
迎
え
る
案
内
標
識
が
こ
れ

で
は
な
さ
け
な
い
。
ガ
イ
ド
ヘ
ル

プ
の
方
も
嘆
い
て
い
ま
す
。 

    

大
規
模
水
害
で
犠
牲
者
を
一
人
も

出
さ
な
い
取
り
組
み
を
求
め
て 

広
域
避
難
を
本
気
で
取
り
組
む
べ

き
で
す
。
栗
橋
市
民
が
逃
げ
切
れ
る

体
制
を
も
と
め
、
広
域
避
難
発
令
に

つ
い
て
質
問
し
ま
す
。
バ
ス
の
配
車

体
制
・
避
難
場
所
に
つ
い
て
も
。 

旧
統
一
教
会
と 

久
喜
市
の
関
係
に
つ
い
て 

久
喜
市
は
、
反
社
会
的
集
団
統
一

協
会
と
の
関
係
は
ど
う
か
。
あ
っ
た

と
す
れ
ば
関
係
を
絶
つ
べ
き
。 

 

１ 

市
民
の
投
票
権
の
保
障
を 

 

選
挙
公
報
を
全
有
権
者
に
届

け
る
こ
と
は
、
最
重
要
の
こ
と
で

あ
る
。
ど
う
い
う
手
立
て
を
検
討

し
て
き
た
か
。 

 

こ
の
間
の
選
挙
で
コ
ロ
ナ
自

宅
療
養
者
が
、
ど
れ
ほ
ど
「
特
例

郵
便
等
投
票
」
制
度
を
利
用
で
き

た
か
。
対
象
者
の
う
ち
「
要
介
護

５
」
だ
け
で
な
く
「
３
，
４
」
の

方
も
対
象
に
で
き
な
い
か
。 

２ 

上
内
か
ら
ア
リ
オ
ま
で
の

道
路
に
安
全
の
た
め
に 

「
反
射
板
」
の
早
期
設
置
を 

前
回
、
早
期
設
置
の
要
望
を
し
、

設
置
の
方
向
を
示
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
進
展
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
の

理
由
は
何
か
。 

３ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
手
立

て
と
「
戦
略
」
を
求
め
る
。 

◆
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
抗
原
検
査
は
す

べ
て
の
有
症
者
、
濃
厚
接
触
者
を

優
先
す
る
こ
と
。
◆
４
回
・
５
回

目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
対
象
に
行

う
こ
と
。
◆
感
染
症
法
の
「
２
類
」

を
「
５
類
」
に
変
更
し
な
い
よ
う

国
に
求
め
る
こ
と
。
◆
ワ
ク
チ
ン

の
有
料
化
の
際
は
、
市
が
そ
の
分

を
補
填
す
る
こ
と
。
◆
病
床
の
確

保
や
消
防
・
救
急
体
制
、
医
療
体

制
の
強
化
を
す
る
こ
と
。 

４ 

市
の
各
種
給
付
、
補
助
、

支
援
制
度
の
対
象
者
要
件
に

「
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と
」
が
あ
る
が
、
国
な
ど
の
支

援
制
度
を
受
け
る
こ
と
と
、
税
を

完
納
し
て
い
る
か
、
滞
納
し
て
い

る
か
、
は
別
の
こ
と
で
は
な
い

か
。
滞
納
し
て
い
る
と
支
援
を
受

け
ら
れ
な
い
理
由
に
な
ぜ
な
る

の
か
。
他
の
自
治
体
で
は
久
喜
市

の
よ
う
な
要
件
を
出
し
て
い
な

い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
滞
納

の
事
実
を
把
握
し
た
場
合
、
「
納

税
相
談
」
や
「
生
活
保
護
」
な
ど

の
福
祉
的
支
援
の
必
要
性
な
ど

話
を
し
て
来
た
の
か
伺
う
。 

５
久
喜
市
内
各
所
で
「
交
番
廃

止
」
が
進
ん
で
い
る
。
周
辺
の
住

民
か
ら
は
、
防
犯
体
制
の
弱
体
化

を
不
安
に
思
う
声
が
上
が
っ
て

い
る
。
経
緯
を
う
か
が
う
。
ま
た
、

防
犯
体
制
の
強
化
は
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
伺
う
。 
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